
技術課題ア－②-(1) 周辺環境の3Dモデルの構成技術

＜主な研究課題＞
 本研究課題では，実際の建材の電波反射特性等を非破

壊で計測する技術や電波エミュレータに入力する建材
モデルについて検討を行う．具体的には様々な角度か
ら照射された電波の反射特性から，反射電力法に基づ
き材料の誘電率・導電率等の物性パラメータと材料の
厚み等の構造パラメータを推定する．
 屋内環境で計測を行い，主要な建材の物性パラメータ

を計測し電波エミュレータに入力するための分類を行
う．
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(b) 電波の多重反射モデル
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技術課題ア－②-(2)レイトレーシングレイヤにおける
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ITS環境等，歩行者や車両等が存在する環境の動的環境モデルを構築し，
レイトレーシングシミュレーションを行う技術を構築する事で，動的
環境での伝搬チャネルを再現可能なモデリング技術を確立する。

＜主な研究課題＞
動的環境では歩行者や車両等の移動物体の位置が刻々と変化してお
り，それに伴い伝搬チャネルの特性も変化する．本研究課題では，
Lidarにより環境内の移動物体の位置をトラッキングし，電波エミュ
レータに入力する手法を確立する．
動的環境での伝搬チャネル変動特性を電波エミュレータ内で模擬す
るため，レイトレーシングシミュレーションと伝搬路遮蔽モデルに
基づく高速な伝搬シミュレーション手法を確立する．

(A) 実験エリア写真 (LiDAR side view) (b) 動的チャネル予測結果

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ

(1)LiDARによる環境測定

shelf 
pillar

Tx

Rx
(2) レイトレーシング計算

静的オブジェクト
のみ考慮

rays

Tx

Rx

動的オブジェクト

(3) 動的オブジェクトの影響を補正

本研究開発の成果の一部は、総務省の委託研究開発（JPJ000254）「仮想空間における
電波模擬システム技術の高度化に向けた研究開発」により実施した成果を含みます。

電波模擬システムに入力する周辺環境モデルを構築する
ため，周辺環境の幾何データ (ポイントクラウド)や周辺
物体材質等のパラメータを取得する技術を確立する
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